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Ｉはじめに

山梨県境の笠取山に源を発し、東西に細長い東京都を縫うようにして流れる多摩川は全延長１３８

１hm、流域面積１，２３５Km;の一級河川であり、古くからアユの)Ⅱとして広く都民に親しまれて来た。最

近でも、多摩川水系へのアユを対象とした出漁者は、秋)||・多摩)||上流域を中心に解禁日で平均

３，８００人、年間５５，０００人を数える。

しかし、上・中流域のアユは天然遡上のものは皆無と言っても過言でなく、ほとんどを琵琶湖産小

アユの種苗放流に拠っているのか現状である。

アユの種苗放流は、大正２年、石ﾉ''千代松博士により琵琶湖産小アユの多摩川への移植放流が成功

をおさめ、その後種苗の列車輸送技術の確立により各所で行なわれるようになったものであるが、

多摩川への本格的放流は、大正１３年の水道用水取水を目的とした羽村取水堰の建設により、天然ア

ユの遡上が|沮害され、上流域のアユ漁獲量に大きな影響か出たことにより始められた。その後、下流

部に多くの取水堰堤が建設され、加えて水質の悪化により、天然アユの遡上は上中流域はもとより、

下流域においてもほとんど無くなってしまい、上中流域への種苗放流は増加の一途を辿っている。こ

の１０年は毎年２００万尾を越える量か放流されている。

これらの種苗入手先は、琵琶湖産（８２％）を主体に全て他県から調達しているが、近年、琵琶湖

産アユは、水質源開発等によりその資源量の減少が懸念され、現に年による放流種苗の入手難は全国

的な問題となっている。

このような状況のもと、都内内水面の三漁協及びアユ養殖業者より、都内産アユ種苗の生産に対す

る要望が強く打ち出されて来た。

一方、最近では、多摩)Ⅱを中心とする東京内湾に流入する河Ⅱ|に毎年稚アユの遡上が見られるよう

になり、さらに江戸川では、以前より相当量の遡上種アユを漁業者が採捕していることから、東京湾

にはかなりの量の稚アユが回遊していることか推察されるようにたった。

そこで稚アユ資源の回遊経路等資源生態を明らかにするとともに、これら稚アユを採捕蓄養して都

内向けのアユ種苗として活用することを目的に、昭和５７年度より海産稚アユ等資源量調査を行なう

ことになった。

昭和５７年度は稚アユ資源量の基礎資料を得ることを目的とし、春先、東京湾から多摩)Ⅱに遡上し

て来る稚アユを遡上期間中連続採捕し、稚アユの遡上量及び魚体の時間的、時期的変化と環境との関

連について調査した。
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Ⅲ方法

1．調査期間昭和５８年３月１日～５月３１日

2．調査場所図１に示した、大田区田園調布一丁目、調布取水所防潮堰下流約２００ｍの左岸側

（東京側）の地点。

3．椎アユ採捕

椎アユの採捕は現在江戸川で地元漁業者か稚アユ漁獲のために使用しているものと同型の小型定

置網を上記地点に調j査期間中設置して行った。採捕網の構造については図２に示した。網地は網・

袋網部ともテトロン、無結節、目合１４mmである。

採捕網は河川の増水による流失防止や網の清掃のため、速かに撤去あるいは設置できるように、

川底に固定した骨組に取り付ける方法をとった。骨組は長さ４ｍ直径５０１mmの鉄パイプを支柱とし

て約５ｍ間Ｉ肩で川底に打ち込み、各Ａｒのパイプを横に渡した竹材で補強したものである。

採集は原則として、毎日午前９時に網揚げをし、袋網に入った魚類すべてを生贄に移した後、魚

種別に選別をした。

アユは総尾数、総重量を測定し、その内１００尾を、又１００尾に満たない時はその総てをサン

プルとして１０９６ホルマリンで固定し、サンプル以外のアユは調布取水所防潮堰上へ放流した。サ

ンプルは実験室へ持ち帰り、全長・叉長・体長・体重について測定した。
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同時に入網した他の魚類については、魚種別に総尾数・総重量を測定したのち放流した。また、

対照とするため、４月１１日多摩川水系秋Ｉｌｌで放流された琵琶湖産'1,アユ、５月７日多摩)|｜政

橋下で放流された静岡産人工種苗アユ及び５月２３日江戸川流山橋で採捕した稚アユについても

同様に測定を行った。

なお、昭和５８年４月７日～８日（小潮時）、５月１２日～１３日（大潮時）の２回、稚アユ遡

上量の時間的変化を明らかにするため、午前１２時から翌日午前１２時の間に３時間毎の網揚げを行

い２４時間連続採捕調査を実施した。

採集方法、測定については、定期採集と同様で ある。
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4．観側

毎日の網揚げ時には水温、透視度及び河)Ⅱ状況の観測を行った。その他の環境条件については下

記の機関の観測資料を用いた。各機関の観測地点を図３に示した。

ａ・海水温……東京都環境保全局晴海分室（観測点晴海ふ頭朝潮運河）

ｂ・ＤＯ、ＣＯＤ、ＰＨ、塩素イオン濃度、濁度……東京都環境保全局水質保全部水質監視課多摩

川丸子測定室

ｃ・堰上流水位、下流水位……東京都水道局調布取水所防潮堰日誌

ｄ、河Ⅱ|水位、燭度、流下水量……東京都水道局玉川浄水場水量月報
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●環境保全局丸子測定室観測点

▲調布取水所防潮堰観測点

△浄水場観測点

■情海分室観測点
且

図ａ観測地点

5．多摩川水系アユ放流状況調査

昭和５８年度の多摩川水系への稚アユ放流状況は、多摩)||漁協、秋川漁協、奥多摩漁協、）||崎河

川漁協の放流実積によった。
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Ⅳ結果

1．調査地点の環境の概要

河口から約１３Km上流にある調布取水所防潮堰下流部は汽水域になっており、調査地点は潮汐の

影響を受けて、水位か大きく変動する。

蚕た、調査地点か堰下約２００ｍに位置するため、流量その他の環境は防潮堰の操作により大き

く影響される。都水道局の堰の管理規程により、上流の水位か上り、堰の越流水深か５００１７１を越え

ると水門は開かれることになり、堰下の流向、流速、濁度等は大きく変化する。長期に亘る堰の開

放は多量の流下物をもたらし、網の設置は困難となる。

調査地点付近の通常の流速分布と断面を模式的に図４に示した。堰の左岸側、中央及び右岸側に

形成された３つの流れは、調査地点の上流で１つとなり流下している。断面図で示すように右岸側

は川幅の約１／３が浅瀬となっており域干潮時には千出する。そのため、調査地点付近は、川幅か

狭められて流れが速くなってbいるか、強流速帯は定置網の外側で左岸より川幅１／３あたりに形成

される。定置網設置地点の流れは比較的緩やかであり、袖網で囲われた定置網内はおよそ１０ｃｍl／

see以下であった。

Ｐ
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旨潮時水面

朝日寺水面

横断面模式図

図４．採集地点における流路模式図及び横断面模式図

捕2．採

アユの日別採捕尾数を表１．図５に示した。

調査期間中網を設置したのは、３月２日、４日、１２日、１６日～４月１日、調査期間中網を設置したのは、３月２日、４日、１２日、１６日～４月１日、６日～１５日、２２

日～５月６日、１０日～１５日、２５日～３１日の計６５日間であった。アユは、３月６日、８日、

９日、１０日を除いた全ての調査曰で採補された。

採捕されたアユの左かには、体長、体色等から明らかに年を越したと考えられる越年アユか計１８

尾採捕された。その内１５尾は３月中に採捕された。越年アユの平均体長は１９．７叩、平均体重は

５８．４牙であった。
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表１．越年アユ及び稚アユの日別採捕尾数と重量

尾数：尾、重量：〃
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図５．日別稚アユ採捕量

稚アユは３月１６日に初めて採捕され、それ以後、調査終了まで全ての網揚日に採捕された。調

査期間中の総採捕尾数は１２，６４７尾、総重量３５．７K9であった。月別にみると４月か最も多く、

７，４６３尾、２２．２Ｋ,、次いで５月５，０７２尾、１３．０Ｋｇであり、３月は１１２尾、０．５Ｋ9と少な

かった。稚アユの採捕量は調査期間中波状的に変化した。増水のため網を撤去していた直後の

４月６日に１，０８０尾の稚アユが採捕された。これは採捕期間中最多尾数であり、翌日７日には

５００尾、８日には９１６尾の採捕かあった｡その後、急激な採捕量の減少が見られ４月１３日は９尾

であった。１４，１５日には若干の回復か見られた。同様に、欠測後の４月２２日に１，０６９尾の

採捕があったか、その後徐女に減少し、４月２８日は１２尾となった。しかし、この曰は産卵を迎

えた多量のコイ（４７尾、１０４．５K9）か網に入っていたため、定置網の袋網部後端はコイで－杯

となり通常の稚アユ採捕が事実上困難な状態であった。また、５月７日～９日の欠測後５月１０日

に９７２尾、翌日の１１日に１，０１２尾の採捕かあった。更に欠測期間中の５月２０日には防潮堰

左岸側の魚道を、ほぼ５秒に１尾の割合で遡上する稚アユの姿か観察された。魚道を遡上する椎ア

ユを確認したのは５月２０日のみであった。調査期間中を通して、椎アユ採捕員は４月６日、２２

鷺

曰、５月１１日あたりに約半月の間隔で３つの大きな山か認められた。
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3．稚アユ採捕量と環境

１）水温

調査期間中の海水温と多摩川防潮堰上の水温に日別採捕尾数を合せて図６に示した。

調査開始の３月はじめの河川水温は８℃前後、４月半ばで１５℃前後、終了の５月下旬ではお

よそ２０℃であった。３月中では、海水温、河川水温ともに緩やかな上昇がみられ、４月以降は

上昇、平衡を繰り返す階段状の上昇が見られた。また、調査期間前半では概ね海水温が河川水温

を上回っていたが、４月５日頃ほぼ１３℃を境にして逆転し、それ以降は河川水温が海水温を上、

回る傾向が見られた。ただし増水時においては河川水温は海水温を下回った。
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図６．海水温、河川水温と稚アユ採捕量の変動
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水温別の稚アユ採捕尾数を図７に示した。

水温は小数第１位を四捨五入し、採捕尾数は

各水温ごとの曰平均尾数で示した。また採集

時間は毎日午前９時であるため、前日の水温

と対応させた。なお、水温は午前0時から午

後１２時童での２４時間の平均値である。

椎アユの採捕量は、河川水温１３～１４℃

の時に最も多く、１２℃以下ではほとんど採

捕されなかった。また、１５～２０℃の間で

は１５０尾～４５０尾と１３～１４℃の採捕

量の１／５～１／２程度の採捕かあった。を

】【

■【Ⅲ

Ｂ【】【

Ⅲ

（℃）

お、２０．５℃以上の日は調査期間中なかった。図７．水温別椎アユ平均採捕尾数

２）流下水量

防潮堰における日別平均流下水量と稚アユの日別採捕量を図８に示した。

調査期間中の平均流下水量は約２２７７/／secであった｡降雨により流下水量が40刀'／secを

越えた増水が３回あり、増水のピークは４月２日、１７日、５月１７日で、流下水量はそれぞれ

７２．２〃／配ｃ、４３．３が／seｃ、１３３．０，，f／…であった。なお、この増水期間はいずれも

網を撤去していた。

稚
ア
ユ
採
捕
量
圖
叩（

０

Ｉ Ｍ１
）Ⅲ

図８．流下水量と稚アユ採捕量の変動
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３）燭度

調査期間中の濁度と稚アユ日別採捕量を図９に示した。
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図９．濁度と稚アユ採捕量の変動
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燭度は流下水量と密接に関係し

ており、流干水量が増えると濁度

は上昇する。最も濁度が高かった

日は５月１７日で４００ＯＬであり、採
このときの流下水量は１３２０耐捕

量

／Seｃであった。最も低かったのへ
尾

は、４月３０日、５月３日、４日、／
同

５日、１０日、１１日、１２日で－

燭

６゜であった。そのうち５月１０，度
日

１１日では１，０００尾程度の採捕数
、_／

があったかその他の日では１００

～３００尾程度であった。

各濁度における稚アユの平均採

捕尾数を図１０に示した。採捕数は

）OＣ

4０（

)(］

は水温の項で述べた理由により前（｡）

日の濁度に対応させた。平均採捕図１０．各燭度における稚アユの採捕量

尾数は燭度１２゜をピークに濁度か

増加するに従い減少した。燭度２３．以上の日における稚アユの採捕は３月１９日に２５.稚アユ７

尾という１日があるのみで他は観測されなかったか、もしくは増水により網を撤去していた時で

あった。

４）潮汐

調査地点の曰別水位の変動を図１１に示した。

水位は概ね潮汐により変動しているか、その他流下水量、水門の操作等によって､影響を受け

けている。そこで東京芝浦における潮位表をもとにした日別潮位差と曰別採捕量を図１２に示し

た。芝浦と調査地点の潮汐変化の時差については約１０分程度なので無視した。採捕量は潮位差

の大きい日よりも潮位差の小さい日、すなわち小潮時付近でしかも小潮から大潮に移る日の方か

多かった。また各潮位差における稚アユ平均採捕量を図１３に示した。なお、３月１６日～４月

１日までの採捕量は僅少のため算定から除外した。採捕量は前日の潮位差に対応させた。その結

果によっても前述の傾向が見られるか更に最も潮位差の大きい日つまり大潮曰においても若干の

ピークか認められた。
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図１３．各潮位差における稚アユの平均採捕量

5）水質

（１）ＤＯ（溶存酸素量）

調査地点のＤＯと稚アユ日別採捕量を図１４に左允各Ｄ０値における稚アユ平均採捕量を図

１５に示した。なお３月１６日～４月１日古での採捕量については除外し、採捕量に対するＤ

０値は前日の観測値に対応させた。調査期間を通じてＤＯは漸次減少傾向を示した。最大値は

９．８最小値は4.8〃／必であった。増水時にはＤＯは高い値を示した。各Ｄ０値における平均

採捕量をみるとＤ０値が高いほど採捕量は多かった。なお8.5〃／Ｚ以上の日は増水により網

を撤去していた。

、
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(2)ＣＯＤ（化学的酸素要求量）

調査地点のＣＯＤと稚アユ曰別採捕量を図１６にした。ＣＯＤと採捕量の対応については前

項と同様である。

ＣＯＤは調査期間中漸次減少傾向を示した。最大値は９．５叩／Ｚ、最小値は３．２１，７／Ｚであ

った。増水時においてはＣＯＤは小さくたった。ＣＯＤとアユの採捕量についての明確な関係

は認められなかった。
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図１６．化学的酸素要求量と稚アユ採捕量の変動

(3)ＰＨ（水素イオン濃度）

調査地点のＰＨと稚アユ採捕量を図１７に示した。

ＰＨは７．１から７．７まで変化した。主としてＰＨ７．１～７．５の範囲内での入網が多かった。

しかし、明確な関係は認められなかった。

(4)塩素イオン濃度

調査地点の曰平均塩素イオン濃度と稚アユ採捕量を図１８に示した。

調査期間を通じ塩素イオン濃度は６．８から４６．０〃H／必まで変化したか、その変動は主として

流下水量に影響された｡期間中の平均塩素ｲｵﾝ儂度は292ｊｉＷｌ／Zにあり増水時には値は低下

した。塩素イオン濃度上昇時に採捕量のピークが当っているかこのときは流下水量減少時でもあった。

、
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4．椎アユの形態

１）全長組成

調査期間中採捕された椎アユのうち、全長、体重を測定したのは３，６７２尾で、総採捕尾数の

約２９９６であった。このうち最大のものは、５月３１日採捕の全長１６．５Ｃｌ､、体重４０．８『の個

体であった。稚アユの平均全長は７．６Cl､、平均体重は２．６牙であった。稚アユの全長組成は図１９

に示した。
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Ｎ=３６７２尾
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500
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300
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図１９．採集期間全体の稚アユの全長組成

椎アユの日別平均全長と最大・最小全長と供に図２０に示した。また月別全長組成を図２１に、

１００尾以上採捕された日を対象にした日別全長組成を図２２－１～６に示した。日別平均全長は、

５月上旬まで次第に小さくたっていく傾向かみられたか、５月中旬からは横這いもしくは、やや大

きくなる傾向かうかがえた。日別最大個体は４月下旬から、かなりのバラツキをもち大きく変動し

ているが、これはとびぬけて大型の個体（以下トビと記す）か極く少数採捕されたためて、日別平

均全長にはさほど大きな影響を与えていない。日別全長組成のモードについても日別平均全長と同

様な傾向がみられた。日別最小個体についても４月下旬費では小さくたる傾向が見られたがそれ以

降はほぼ横這いであった。
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図２２－３稚アユの曰別全長組成
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－２５－

■

甲Ｕ『Ｕ
▽

5／2

※１２２

＿＿」

－－

5／４

※３３０

５／５

※１４１

－－

5／6

※３２８

5／1０

※９７２



３

２

１

３
２

、

L」

１ ］

３
２
１

r1

L｣

３

２

１

３
２

１

5．５６．０６．５７．０７．５８．０8.59.09.510.010.511.011.５１２．０（cnz）

※下段の数字は採捕尾数

図２２－５稚アユの日別全長組成
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図２２－６椎アユの日別全長組成

また多摩川と同様の方法により５月２３日に江戸川流山橋で採捕された稚アユと、５月７日に多

摩)||是政橋下で放流された静岡産の人工種苗アユ及び４月１１日秋川で放流された琵琶湖産小アユ

の全長組成をそれぞれ図２３に示した。江戸川産稚アユは多摩川のそれに比べトビか多く、しかも

３０

２０

１０

２０

１０

６０

５０

０
０

０
０

４
３

２
１

5.5６．０６．５７．０７．５８０８．５９．０９．５１０．０１０．５１１.０１１．５１２．０（c77z）
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江戸川産稚アユ、放流アユの全長組成
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大型で最大個体は全長１５．１０Wz、体重２９．３１であり、全長１２c１m以上が９個体と組成図に入らな

いものがあったか、最大頻度付近の組成は、５月５日、６日、１０日、１４日の組成のそれとほぼ

同様であった。また静岡産アユについては個体のバラツキか大きく、モードは８．５～9.0cﾘﾜzにあり

多摩)Ⅱ産よりも大型であった。琵琶湖産小アユはバラツキが小さく全長９cl7z以上の個体は出現した

かったが、モードは７．５～８.Ocl7zと同時期の多摩)||産のものと同様であった。

４月下旬までは最小個体の小型化傾向かみられたが、このような状況の中で体に黒色色素かなく

生きているとき水中で見ると透明にみえるシラスアユ叉はヒウオと呼ばれる形態のものが漁獲され

た。全長は５～７ｍ程度であり、３月から４月上旬までしばしば漁獲されたか、全長か同程度の個

体でも全てかシラスアユと言う訳けではなく、体背部に色素の多数出現し、不透明で体側は銀色と

いう体色のはっきりした個体（以下、黒色アユと記す）も同時期に漁獲された。しかし、４月下旬

からは、同程度の小型個体も全て黒色アユとたり、シラスアユは採捕されなかった。

４月７日に通常サンプルとは別に、小型アユのうちのシラスアユと黒色アユの各女１０個体づつ

測定した結果を表２に示しだ。シラスアユの平均全長は６．６１０１７z黒色アユの平均全長は６．６７cwzで

あったのに対し、平均体重はそれぞれ１．４７，，１．８７『であった。これを平均肥満度で見るとシ

ラスアユは５．０８、黒色アユ６．２５であり、シラスアユは黒色アユに比してやせ型であった。

表2．シラスアユと黒色アユの体型の相違

体重(ん体重(i;V）
６６

１７

６．７ １．９６６

６９６．８

６．０

６．６７ １．８７６６１ １．４７

－２８－

シ フ スアユ

全長
（

CWZ

IL）
体重

『

(H/V）
肥満度
K＝BW10)/TL3

黒色アユ

全長
Ｃ１７ｚ

(ｎＪ）
体重

（

’

８/V） 10シTIジ

１ 6.6 1.4 4．８７ 6.6 1．８ 6．２６

２ 6.6 1.7 5．９１ 6.5 1．７ 6．１９

３ 6.6 1.4 4．８７ 6.7 1．９ 6．３２

４ 6.5 1.4 5．１０ 6.5 1．６ 5．８３

５ 6.8 1．５ 4．７７ 6.8 1．９ 6.04

６ 6.8 1.7 5．４１ 6.9 2.0 6．０９

７ 6.8 1．４ 4．４５ 6.9 ２．４ 7．３１

８ 6.0 1.1 5．０９ 6.9 ２．２ 6．６９

９ 6.6 1.4 4．８７ 6.1 1．３ 5．７３

１０ 6.8 1.7 5．４１ 6.8 1．９ 6.04

平均 6．６１ 1．４７ 5．０８ 6．６７ 1．８７ 6．２５



２）肥満度

調査期間中の稚アユの曰別平均肥満度を日別最高・最低肥満度とともに図２４に示した。肥満

度の算出は次式によった。

体重（ＢＷ）×１０３
肥満度（Ｋ）＝

全長（ＴＬ）３

平均肥満度は４月上旬までは多少ばらつきがあるもののほぼ横這いを続けたが、４月６日のは

じめての多量採捕曰付近を堺に４月下旬までは減少の傾向を示した。その後調査終了の５月下旬

まではやや上昇の傾向が見られた。調査期間を通じては上昇傾向がうかがえた。

最大肥満度

平均肥満度

最小肥満度
’

肥

満
－－--￣－－

度

し ト＊ョ ト＊－１ ﾄ＊イトーー＊ヨ

Ｚ【

＊…網の撤去期間

図２４稚アユの日別最高肥満度、平均肥満度、最小肥満度の変動

更にこれをＭｎ幅の全長階級別に図２５に示した。点は各個体の肥満度を示し、各階級ごとの

日平均肥満度を実線で示した。肥満度は既して全長の大きいものほど高くなる傾向を示した。４

回の久測期間を区切りとして、５期について、それぞれの階級についての平均肥満度の推移を見

ると、第１期はどの階級もやや減少傾向にあった。第２期は、ほぼ横這であるか、全長１Ｍn台

においては増加した。第３期は５cwz台の横這いを除き増加した。第４期は８cm台までは横這いで

あるか、９，１０cmn台は増加、１１cmn台は減少した。５期では全般的に減少傾向かみられたか、

－２９－



４期終了時からは上昇の傾向もうかがわれた。

図２５稚アユの全長別肥満度の変動

－３０－



また肥満度の対照として、全長組成

で示したものと同じ江戸川産稚アユと

静岡産人工種苗アユ及び琵琶湖産小ア

ユの全長階級別肥満度を図２６に示し

た。江戸川産稚アユの平均肥満度は

６．６９と、同時期の多摩川のそれ６．９５

～７．３５にくらべやせ型傾向がみられ’’

た。静岡県産人工種苗アユの平均肥満

度は７．７８とかなり高く、他に比べ肥

満傾向を示した。琵琶湖産小アユの平１０

均肥満度は５．５２であり、同時期の多

摩川産の平均肥満度に比べてもやせ型

傾向か強かった。
９

多摩)||産稚アユの日別及び江戸)Ⅱ産、

静岡県産、琵琶湖産小アユの体重一全

長の関係は図２７－１～３に示した。
８

体重一全長の関係式は最d､２乗法より

求めた。
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図２７－３江戸川産稚アユ、放流アユの全長、体重回帰直線

5．稚アユ２４時間連続採捕

４月７日～８日の第１回及び５月１２日～１３日の第２回連続採捕調査における時間別採捕尾数

を図２８に示した。また採捕期間中の流下水量、水温、ＤＯ、濁度、ＣＯＤ、塩素イオン濃度、防

潮堰下水位の時間別変化について、それぞれ図２９．図３０に示した。
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第１回目の日没は１８時３６分、日出は４時３８

分であり、第２回目の日没は１８時０６分、日出は

５時１６分であった。採捕は朝から夕方にかけての明

るいうちにあり、夜間においては極く少数か、又は全

く採捕されたかった。日出後の午前６時には２回の

調査とも椎アユの採捕はなかった。第１回目の開始及

び終了の１２時にはそれぞれ２４５尾、１８０尾と比

較的多量に採捕されているが、このときは上げ潮時で

あった。さた、第２回目の１５時においては２５０尾

と最も多く稚アユが採捕されたが、このときも上げ潮

時であった。しかし１回目の１８時の大量採捕時は下

げ潮時であった。また第１回目の採捕では１７時在で

は濁度は約１５.程度で推移したが１９時以降は２０゜を

越え上昇した。第２回目においては調査開始の１２時

に6.であったか２１時までは２２゜と上昇した。翌朝７

時においては２７.最高を示したが、採捕量との明らか

な関連性は認められなかった。

6．多摩川水系アユ放流状況

昭和５８年の多摩川、秋川へのアユの放流状況を表

３に示した。放流地点はＡ・Ｂ・Ｃ。Ｄの４区に分け、

放流量は稚アユを重量（Ｋ９）で、成魚を尾数で示した。

多摩川水系の放流区間模式図を図３１に示した。

昭和５８年の放流は、４月９日Ｄ区に初めて行左わ

れ４月下旬までの放流はＤ区のみであった。その後４

月２４日からはＢ区へも放流が行なわれた。調査地点

に最も近いＣ区へは５月７日と９日に計３５０Ｋ9の稚

アユが放流された。４月における多摩川水系への稚ア

ユの放流量は３，２６５Ｋ9、５月は３，４７５Ｋ９，稚アユ

全放流量は６，７４０K9であった。成魚の放流は調査終

了後の６月４日からＡ区において行なわれ、その量は

45,000尾であった。

奥多摩湖
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摩
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Ｉ
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図３１多摩川略図
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表３多摩川、秋)||の各地点におけるアユの放流状況

(昭和５８年度）(地域）〔椎アユ〕

４/3０ ５／２ 5／4 ５／６ ５/1２４/2８
Ａ

２００

５/2４５/１６ ５/1８ ５/2０
Ａ

〔椎アユ〕

Ｂ

１７５

〔椎アユ〕

Ｃ

２００ ３５０１５０

〔稚アユ〕

，

１８０ １８０７０ １４０４２０

，

１９０

〔アユ成魚〕

Ａ

〔１９８３年多摩川・秋)||全放流量〕

椎アユ→６，７４０K,アユ成魚→４５，０００尾

－３９－

放流月日 4/2８ 4/3０ 5／２ 5／4 5／6 5／９ ＭＩ１ 5/i２

放流量岬 ３００ ３００ ３００ ３００ ３００ ２００ ２００ ２００

放流月日 5/1３ 5/１６ 5/１８ 5/2０ 5/2４ 5/2６ 計

放流量㈱ ２００ ２００ ２００ １００ １５０ １５０ 3，１００

放量月日 4/2４ 4/2５ 5／9 計

放流:鄙‘ ７５ １６０ １７５ ４１０

放流月日 5／７ 5／９ 計

放流量((,Ｉ １５０ ２００ ３５０

放流月日 4／9 4/10 4/1１ 4/1２ 4/1４ 4/1５ 4/１６

放流量陶 ４２０ ４２０ ７０ １４０ ２１０ ４１０ １８０ １８０

放流月日 4/2７ <L/2８ 5／７ 5/11 計

放流量!(6) ２１０ １９０ ２６０ １９０ 2，８８０

放流月日 6／4 6／6 6／８ 計

放流量尾 6，８００ １６，６００ １１，６００ 4万５千



7．アユ以外に採捕された魚種

調査期間中に採捕されたすべての魚種の総採捕量を表４に示した。交えアユ以外に採捕尾数の多

かった魚種についての曰別採補量を図３２に示した。今回の採捕で１２科３２種の魚類が採捕され

た。このうち防潮堰下での採捕記録のなかったものは、ピリンゴ、プルーギル、カムルチー、ドジ

ョウ、ニジマス、アプラハヤ、カワムツ、ハス、デメモロコ、タイリクパラタナゴの１０種であっ

た。しかしこれらはいずれも上流での生息か確認されており、いま左で多摩川水系で確認されてい

なかったものは、デメモロコ１種であった。またいままでに採捕記録かあっても今回は採捕されな

かった魚種は、アオウオ、カマツカ、カダヤシ、プラックパス、キンギョ、シマドジョウの６種で

あった。

魚類以外の生物で採捕されたものは、ヒキガエル（幼生、成体）、ウシガエル（幼生）、アフリ

カツメガエル（成体）、コロンビアアカミミガメ、スジエピ、テナガエピ、モクズガニであった。
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表４定置網に入網した魚種と採捕日・採捕量

１５６５１『５６５１二／マス１

トノョウ科卜／ョウ４４６４『１１６４

ワナキ＋ウナキ１０７２０牙＋ａ６８１３９

ナマス＋ナマス１１

１

１１

２

＝
１

２
－」

"、 フル－ル １２９１牙４３０３

タイワントジョムルチー１１１４K９１２７０

Ｕ
０

－４１－

科名 種名 採捕尾数 総重量
平均体重
（牙）

延採補
日数 最多採捕日，数(国

●

キ ユ ウリウオ科
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Ｖ考察

Ｌ遡上量及び遡上期と環境

今回、多摩川で採捕されたアユの総尾数は１２，６４７尾、総重量３５．７K9であったが、上流の放

流量と時期、そして放流場所から考えて、調査期間を通じて採捕されたアユのすべてが東京湾より

遡上して来たアユとは言い難い。

しかし、放流は４月９日から上流の秋)Ⅱで始Zfっていることから、それまでのアユは全て天然遡

上アユと言え、更に他の地点での稚アユの放流が４月下旬からであることを考慮すると、４月中の

採捕椎アユのそのほとんどが天然遡上であったと思われる。上流域から椎アユが降下してしまう大

きな原因の１つに河川の増水が考えられるか、５月に入ってからは増水による２回の欠測期間かあ

る｡５月初旬の欠測期間は流下水量20"/／secと通常に比しそれほど大きな増水ではなく､アユ

を降下せしめるほどの要因とはなっていないと考えられる。しかし５月２０日前後の欠測時の流下

水量は132??'／secと通常の8倍近い増水となっており､上流域でのｱﾕか降下した可能性も十

分考えられ、現に、５月２５日以降の採捕アユの肥満度は大きく増加しており、降下アユの混獲か

肥満度増大の１因となっていることも考えられる。しかし、５月２５日以降の採捕尾数は少なく、

総採捕尾数からみるとその割合は小さい。このことから採捕された椎アユの大半か東京湾より遡上

して来た椎アユであると,思われる。

それでは、いったいどの位の稚アユが調査期間中遡上して来たのか。これを推定する上で２つの

問題について考えて見るに、第１は、採捕測定後防潮堰上に放流した稚アユか降下してしまい再び

採捕されること。第２は、定置網で採捕されたかった遡上稚アユか防潮堰下にある程度長期に滞溜

し、それかある時期に採捕される場合である。第１については、同一個体を何度も計数してしまう

ことにより、稚アユ採捕量が水増しされてしまうことであるが、遡上期のアユの'性質から考えて、

増水時以外可能性としては少ないと思われる。第２では、採捕量は実数として問題ないが、定置網

の遡上アユに対する採捕率が大きくなってしをうことである。しかし、実際に左岸側魚道を遡上す

る稚アユを確認していることから、遡上稚アユは防潮堰下に滞溜することがあっても、それらの相

当数か左岸側及び中央の魚道を遡上していることか推察される。定置網の稚アユ採捕率がどの程度

であったかは不明であるか、調査地点の川幅か約１００腕であり、定置網の袖網か左岸から７加程

度の張り出しであること、定置網の外側で左岸より１／３程度のところに強流帯があり、河川断面

図によってもその強流帯の右岸側に瀬がみられることから、定置網設置付近を含めいくつか○遡上

径路か考えられることにより、調査期間中の遡上量は少なくとも採捕量の数倍はあったのではない

かと思われる。これは極めて荒い推定であることは言を待たないか、今後的確な遡上量推定のため

放流アユと遡上アユの標識放流及びその方法について検討する必要かある。

､
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稚アユの遡上は３月１６日に初めて１尾採捕されその後４月６日の１，０８０尾の採捕までの間数

十尾程度であった。このことから、本格的遡上は４月初旬であったと考えられた。このときの河川

及び海水温をみると，３℃程度であり、河川水温か海水温と同じような温度か叉は上廻った時期で

あった。このことは「一般に遡上開始は川の水温が海水温とほぼ一致する程度に上昇して来た頃に

始萱る」とした鈴本1)（１９４２）の報告と一致した。

遡上量は調査期間中波状的に変動し、３つの大きな山かほぼ半月周期で出現した。また５月２０

日は防潮堰魚道を遡上するかたりの椎アユを確認していることから、この時期にも遡上の集中期か

あったことが想像され、期間中４つの遡上の集中期かあったことが推察される。１つの集中期は３

~6日程度であったが､このような波状的変動現象は伊藤琴)（１９６４）に~致した。童た､伊

藤ら2)（１９６４）によれば遡上の波動的変動現象は、気象、水量、水質、潮汐、遡上路の河川形態

等の謝条件とともに、遡上アユ自体の生理的条件、食物環境、ふ化時期に由来する生長度、他の魚

種の生息状態をどの生物的条件、さらに漁獲のような人為的条件が複雑にからみ~合って生じる現象

としている。今回の調査結果においても、３もしくは４つ遡上量の山は、月令周期の小潮時にほぼ

一致して出現している。またこのときは、いずれも流下水量増大による欠測直後であり、欠測中に

堰下に滞溜していたものが網入れにより一度に大量に採捕された結果ではないかという懸念もある

が、このような場合調査を実施していたい前年においても堰下に多く稚アユが滞溜していなくては

ならず、このような報告がたいこと、第３の山では欠測直後よりその翌日に最も多く採捕されてい

ること、また江戸川の漁業者によれば、椎アユは増水の後によく採れるということから考えて、今

回の３つのそ上の山は漁獲方法や調査地点の特性に原因するものでなく他の自然要因によるもので

あったと思われる。このことは椎アユが初めて採捕された３月１６日の前々曰にも流下水量の:増大

がみられたことから、流下水量の増大も遡上促進要因になっていると考えられる。

溶存酸素量についてはその値が高いほど採捕量は多くなっており、また燭度については、一般に

アユは濁りを嫌うと言われるが、’３．程度までは採捕量に影響はなく、それ以上にたると採捕量か

漸次少なくなることから、１３～１５．以上では遡上を制限する要因となるようである。更に同程度

の燭度でも上昇過程にある時よりも、減少過程にある時の方が遡上量か多い傾向も窺われる。これ

ら溶存酸素量や燭度の昇降は流下水量の増減に起因することが多く、このことからも流下水量の変

動か遡上量に直接的に叉は間接的に影響を及ぼしていると言える。

稚アユ遡上の集中期は月令周期の小潮時付近にも当っており、月令との関連も無視できたいか、

流下水量の増大時期と重なっているため詳しいことは今後の調査結果を待たなくてはならない。

その他、ＣＯＤ、ＰＨ、塩素イオン濃度と遡上量との関連は調査結果からは認められず、今回観

測された範囲内では、これらの環境要因は遡上量に余り影響を及ぼしていたいと,思われる。

勺
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2．形態

今回の調査結果から、稚アユは曰を追うに従い小型の個体の占める割合が多くなる傾向が見られ

た。このことは加藤ら3)(１９５１）、堀田（１９５２）の｢那賀川において､遡上初期の魚群は

大型であるが、終期に近づくと小型群に変わり、遡上群の組成か不揃いにたると遡上が終る４)」と

いう報告や、また楠田（１９６３）の「最初に最も大きい魚群か遡上し、次第に小型の群に変って

いき小型群の割合が最大になると遡上か終る５)」という報告とほぼ一致した。

しかし、多摩Ⅱ|での調査は５月３１日雀でであり、遡上の終了期を調査期間中に含んでいたかど

うかについては不明であり、終了期が含まれたとしても前述のような傾向は認められず小型固体か

多くなったのは５月１５日までで、５月２６日からは再び大型個体が増えている。遡上の終了期を

確認するためには若干の期間の延長か必要であったと,思われる。

遡上期の肥満度の変化については、楠田（１９６３）か前述の大雲川における調査で「体長の大

きい６．５ｍ以上（全長約８cwz）の稚アユでは、遡上初期には肥満型が、また終期にはやせ型が遡上

することを認め、逆に体長5.9c17z以下（全長約７．３ｍ以下）の小型群は早い時期にやせ型が遡上し、

終期か近づくに従って順次肥満型になる傾向かある５)」と報告している。多摩川においては小型群

についての傾向はこの報告とほぼ一致したか、大型群については肥満度は逆に３月より５月のもの

の方か大きくなっていた。

このことについては大雲Ⅱ|の河)||規模が小さく、かつ調査地点か河口の極く近くであり、海から

の遡上アユをただちに採捕したと思われるのに対し、多摩川では、河口から上流約１２Kmの防潮堰

下で調薑査したため、堰下に溜留し成長した大型の個体か存在し、それが採捕された結果か、増水に

より上流から降下したアユか採捕された結果ではなかったかとも思われる。

3．稚アユ遡上量の日周変動

稚アユの採捕は朝から夕方にかけての日中か多く、夜間にはほとんど採捕されたかった。この結

果は他の河Illでの調査結果ともほぼ一致した。このことから多摩川での椎アユの遡上も明るい内に

行なわれ、夜間は遡上したいと考えられた。

また、伊藤ら（１９６５）によれば、「長良川では、アユの遡上は満潮時かその前後に多い傾向

がみられたか、干潮時とその前後には少い場合があり、高梁川では長良)||の場合と逆の関係かあっ

た６)」と報告しているが、多摩川においては、長良)Ⅱとほぼ一致し満潮時に近い上げ潮時と干潮の

下げ潮に採捕か多かった。これらのことは、高梁川の調査地点か河口から約５Kmであったのに対し、

長良)Ⅱの調査地点が河１１|から約１２Km付近であり、多摩川の調査地点とほぼ同一距離であったこと

にも関連があったのではないかと,思われる。

4．越年アユ

今回の調査期間中１８尾の越年アユが採捕されたか、これらを開腹し雌雄を調査したところ雌1４

■
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尾、雄４尾であり、雌は全体の８０％を占めた。越年アユは一般にあたたかい湧水のある川に多く

生息し、そのほとんどが雌であることが報告されており（水産庁１９８２）7)、性比については、
多摩川のものも同様な傾向を示した。

Ⅵおわりに

４

今回の調査によって、多摩川のアユの遡上生態についてある程度明らかにすることができた。しか

し、考察の項で述べたように、遡上量や遡上期間、あるいはその終期については未だ不明である。ま

た、環境との関連についても更にデータを積み重ねる必要かあり、越年アユについても同様である。

今後これらについて、精査するとともに産卵、降海、越冬についても年次的に調査していく計画であ

る。

縞を終るにあたり、調査期間中毎日調査に協力をしていただいた島崎義男氏、星野佐喜氏、並びに

榎本幹夫氏に厚く感謝致します。
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